
Ⅰ．はじめに

社会福祉施設1）の経営において経営理念2）の重
要性が増している。後述するように、社会福祉法
人やその理事による経営理念関連の実践報告が増
えている。介護労働者が仕事を辞めた理由の第 2
位が法人や施設・事業所の理念や運営のあり方に
対する不満であるという調査結果が示されている
（介護労働安定センター 2014）。国の政策面から
も、経営理念の重要性が示唆される。福祉サービ
ス第三者評価では3）、法人（福祉施設・事業所）
の理念、基本方針が適切に明文化され、職員、利
用者などへの周知が図られているかどうかが評価
される。また、2015年の国会で継続審議となっ
た社会福祉法改正案の中心である社会福祉法人制
度の改革では、社会福祉法人の経営組織のガバナ
ンス強化や地域における公益的取り組みが提起さ
れている。これは、社会福祉法人がどのような経
営理念のもとガバナンスを強化し、法人経営を行
っていくのかを問うている。
このような社会福祉施設の経営理念に対する関
心の高まりに対し、社会福祉学における経営理念
の学術的な研究は低調である。社会福祉施設の運
営理念がケアサービスの改善につながることを示
した実証研究（角谷 2011）はあるものの、その
他は実務家の実務経験に依拠した著作や社会福祉
士養成の教科書での解説で占められ、これを主題
とした精緻で詳細な文献研究に基づく理論研究や
実証研究は皆無に等しい4）。社会福祉施設の経営
管理の全体像の中で、経営理念は、社会福祉施設
のサービス、組織、仕組み・風土、建物・資材、
財源、人材、情報などとともに経営管理の一要素

で、それらのほぼ中心に位置づけられている（武
居 2015）。このように社会福祉施設の経営理念は
経営管理の根幹であることから、社会福祉学にお
ける重要な研究主題になると考えられる。
一方、日本の経営学では、経営理念は企業の社
会的存在意義を表明するものとして、日本企業の
関心が高かったことを反映し、経営理念に関する
理論研究や事例研究が進められてきた（高尾・王
2012 : 1-2）。その過程で、「ミッションマネジメ
ント」（田中 2006）、「バリュー（価値観）主導の
経営」（水谷内・内田 2008）など、経営理念を重
視した経営論が提起されてきた。現在は、企業環
境に応じた経営理念を策定し、経営理念の内容に
適した経営理念浸透策を実施し、企業の制度や製
品・サービスに経営理念を反映・定着化させるこ
とにより、好業績を確保する「戦略的経営理念
論」も示唆されている（野林 2015）。また、CSR
や企業・経営倫理への関心から、経営理念が組織
の制度やサービス・製品に体現され、個々の従業
員に浸透することを主題にした経営理念浸透研究
が増えている（柴田 2013）。その多くが質的・量
的な実証研究である。
社会福祉施設においても経営理念は重要で、そ
の浸透は経営上の課題のひとつと認識されている
ことから、筆者は経営学の研究に依拠して、社会
福祉施設における経営理念浸透を把握する理論的
枠組みを考察し、安田（2015）で提起した。そこ
で本稿では、拙稿で記述できなかった、社会福祉
施設の経営理念を理解するための基礎知識を紹介
し、社会福祉学における経営理念にかかわる研究
の現状と到達状況を確認したい。具体的には、
「社会福祉施設の経営理念」の社会福祉の政策・
経営実践・教育場面での普及や広がりについて、
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この考え方が提起された経緯を踏まえながら紹介
する。次いで、社会福祉施設の経営理念に関連し
た、これまでと今日展開されている議論を紹介
し、研究の到達点を確認する。なお研究の進捗状
況分析と到達点の確認には、経営学の経営理念研
究の成果を踏まえながら論述する。最後に、そこ
までの議論から考察される今後の研究課題と実践
的含意を検討する。

Ⅱ．社会福祉における社会福祉施設の
「経営理念」の展開－政策・経営実践
・教育場面

社会福祉で「経営理念」という言葉が使用され
るようになったのは、2000年前後の社会福祉改
革の中で、「社会福祉施設の運営」から「社会福
祉法人の経営」への転換が主張され始めた頃から
である。しかしその前から、社会福祉法人の「経
営」という考え方や社会福祉法人の「基本理念」
に基づいた経営努力への期待は、厚生省や関係団
体から表明されていた（全国社会福祉施設経営者
協議会 1994）。
この動きは、1998年の社会福祉基礎構造改革

や 2000年施行の介護保険制度に始まる福祉改革
以降に本格化する。措置制度から契約制度への転
換、市場原理の活用による福祉サービスの質と効
率性の向上、多様なサービス提供主体の参入促進
といった改革の影響は社会福祉法人にも及んだ。
社会福祉事業法の改正によって 2000年に制定さ
れた社会福祉法では、「社会福祉法人の経営の原
則」を規定した 24条が新たに定められた。この
一連の制度改革の中で、社会福祉法人・施設に
は、措置制度下での行政指導に基づく施設運営・
管理から、社会福祉施設や社会福祉法人の経営へ
という発想転換が求められるようになる（宮崎
2015；武居 2015）。
その後、厚生労働省が社会福祉法人における経
営導入に向け発信していく中で、経営理念も言及
されていく。厚生省社会・援護局内に設置された
「社会福祉法人の経営に関する検討会」は、今後
の社会福祉法人経営全般の考え方をとりまとめた
『社会福祉法人の経営に関する検討会報告書』を
2000年に発表した。その中で理念関連の記述が

ある。報告書では、今後の社会福祉法人経営で
は、経営組織、事業管理、財務管理、人事管理の
4つが重要とされ、事業管理において、「サービ
ス提供にあたっての理念」を明らかにしたうえで
経営方針を設定する必要性が記された。ただし 4
つの経営要素推進の基軸になる経営理念につい
て、まだ言及されていない。
しかし 2006年に出版された『社会福祉法人経
営の現状と課題－新たな時代における福祉経営の
確立に向けての基礎作業』では、サービス提供と
いう限定部分ではなく、社会福祉法人の経営全般
にかかわる経営理念の重要性が明示される。この
報告書は、全国社会福祉施設経営者協議会の役
員、経営管理を専門とする学識経験者、厚生労働
省援護局局長・職員等によって構成された「社会
福祉法人経営研究会」が作成した。同研究会は、
これまでの福祉改革施策により社会福祉法人のあ
り方の方向性は概ね示されたものの、社会福祉法
人制度の改革は十分進展していないこと、また関
連制度や行政関与の範囲が広範なため全体像の把
握が難しい社会福祉法人制度の現状と課題を総合
的に把握したいという厚生労働省の意向も働き発
足した（社会福祉法人経営研究会 2006 ; 1-2）。報
告書では、社会福祉法人において経営理念は組織
の根幹で、法人経営の目的は経営理念の具現化で
あることが、次のように記されている（社会福祉
法人経営研究会 2006 ; 88）。

社会福祉法人は、ミッション（使命）のた
めに設立された事業体として、理念がなけれ
ばならない。法人の理念は、与えられるもの
ではなく、それぞれの法人が作り上げるべき
ものである。社会福祉法人経営の最も基本的
な目的は、理念の実現に向けて、組織を維持
し、発展させることである。

また、社会福祉の実践主体である社会福祉法人
も、経営理念重視の姿勢を示してきた。全国社会
福祉協議会（2009）は、今後の社会福祉法人・施
設の経営では、基本法である社会福祉法の理念と
目的に沿って事業を行うことを存在根拠に、経営
理念の役割を認識し、職員に経営理念が浸透する
ような取り組みを進めることを主張している。全
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社協が進める「福祉職員キャリアパス対応生涯研
修課程」においても、そのテキストに経営理念に
関係する内容が含められている（久田 2013 ab；
岸田 2013；武居 2013 ab）。さらに社会福祉法人
を会員とする全国社会福祉経営者協議会も、社会
福祉法人に求められる経営のあり方を示した『社
会福祉法人アクションプラン 2015』の中で、経
営理念を組織内に周知徹底し、地域・社会に示し
て法人の存在意義を明確にする経営管理者の役割
を強調する（全国社会福祉経営者協議会 2011 ;
40-41）。
また 2000年以降、特にこの数年で、各社会福
祉法人独自の経営理念関連の具体的な取り組み
が、法人やその理事・施設長から報告されてい
る。経営理念浸透のためのバランススコアカード
の導入（津江 2011）、経営理念に沿ったケア提供
の為の組織体制作り（三瓶 2014）、経営理念を基
盤にした中期事業目標・戦略や基本方針・計画の
策定（品川総合福祉センター 2015；山本 2013）、
経営理念の策定・再構築（坂本 2000；武居
2007；田中 2014；吉田 2012）、経営理念の浸透の
取り組み（丸畑 2015；小田嶋 2015）である。な
かでも、人材採用・育成・定着面で、経営理念が
重視されている（松上 2014；波潟 2014；滋賀県
障害児協会 2012；竹田 2014；田中 2014）。
社会福祉施設の運営から経営へという流れは、
社会福祉士養成教育にも影響を与えた。2007年
の「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正に伴
い、2009年度から実施された新たな社会福祉士
養成の教育課程において、「福祉サービスの組織
と経営」という科目が新設された。その教科書の
中で、経営学で発展した経営管理に基づく社会福
祉施設の経営の必要性が強調され、後述するよう
に、経営管理の基礎理論として経営戦略が解説さ
れ、その形成過程の第一段階に経営理念があがっ
ている。

Ⅲ．社会福祉学における社会福祉施設の
経営理念研究

次に、社会福祉施設の経営理念について、これ
までと今日の研究で示されている内容を紹介し、
研究の進捗・到達状況を確認する。その確認のた

め、経営理念研究の盛んな経営学の研究成果と対
比させながら論じていく。なお、ここで取り上げ
る社会福祉学の経営理念研究とは、社会福祉学の
テキストや実務家による著作を主としている。既
述したように、社会福祉施設の経営理念にかかわ
る著作の中で、精緻で詳細な文献研究に基づく理
論研究や、事例研究も含めた実証研究によるもの
は皆無に近い。しかし、テキストや実務家の著作
の中には経営理念についての記述や報告もあり、
研究の進捗状況は確認できるため、これを社会福
祉学の研究として取り上げる。

1．施設運営時代の研究
今日の社会福祉施設経営管理論の前進は、社会
福祉施設運営管理、ソーシャルアドミニストレー
ション、ソーシャル・ウェルフェア・アドミニス
トレーションなどであろう（武居 2013 c）。その
代表的な初期の著作で、重田信一が 1971年に表
した『アドミニストレーション』において、社会
福祉施設の経営理念に該当する記述は見当たらな
い。
しかし 1980年代に入ると、社会福祉の法律、
当時の政策や社会福祉の思想・哲学を根拠に、具
体的な理念内容が主張されるようになる。たとえ
ば村岡（1981）は、社会福祉施設の運営・管理論
において、「施設運営の基本原理」をあげ、それ
を、①運営・管理の基本理念、②運営・管理の基
本方針、③施設の処遇方針で捉えている。さらに
運営・管理の基本理念として、①基本的人権の尊
重、②健全育成援護の実現、③社会的自立の助長
の 3つをあげ、これらは施設運営の根本課題で、
運営方針や運営過程に反映されなければならない
と主張している。これらの基本理念は、憲法第
25条の生存権保障、その具現化としての社会福
祉事業法 3条（社会福祉事業の趣旨）、各種福祉
法の基本的理念を根拠に導きだされている。また
1987年発刊の『明日の福祉② これからの福祉
施設運営』でも、同様の議論が展開されている。
「第 3部 社会福祉施設運営の理念と実践力」と
いう見出しのもと、利用者中心の思想（石井
1987）、開かれた施設と地域ケアの連携（高橋
1987）、ノーマライゼーション（福島 1987）など
の運営理念が示されている。村岡と同様、憲法
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25条、当時の国の施策、普及しだした社会福祉
の価値・理念を根拠にした具体的な内容の提起で
ある。ただし、これらは運営・管理の基本理念と
いうよりも、処遇、つまりサービス提供における
理念に相当する。
以上 1980年代の研究は、法律や社会福祉の思
想・哲学を根拠に理念内容を提言する規範的な研
究で、運営理念はそもそも何を意味し、どのよう
な役割や機能を持つのか、といった今日の経営理
念研究に通じる視点はない。一方で、今日の研究
内容に通じるものも見られる。施設運営の基本原
理を 3つの階層構造で捉えた村岡（1981）の見解
は、今日の経営理念研究でも示されている。また
柚木崎（1986）は、施設長は福祉の理念が職員に
浸透することに努め、その具体的な手段・方法で
ある運営方針と事業計画を策定することを主張し
ている。これは、経営理念浸透や経営戦略の基盤
としての経営理念という、今日の経営理念研究の
論点に通じるものである。
社会福祉主事養成のテキストとして 1997年に
発刊された『社会福祉施設運営論』では、「社会
福祉施設の業務運営」という一章で、業務方針、
施設の基本理念、施設の目標が言及されている
（小笠原 1997）。また理念の公表を前提に、利用
者、地域社会、職員に対する理念の機能を記して
いる。これら理念の志向対象、機能、公表性は、
いずれも次に述べる今日の経営理念研究で提起さ
れている。

2．今日の経営理念研究
次いで、経営という考え方の導入以降の社会福
祉施設の経営理念研究を、①経営理念の定義、②
機能、③経営戦略との関係、④内容・表現から、
経営学の研究成果を紹介しつつ論じる。経営学の
研究成果を踏まえて論じると、社会福祉施設の経
営理念研究の到達状況や今後の研究課題がより鮮
明になるからである。また以上の①から④の 4視
点は、松田（2003）、柴田（2013）、瀬戸（2009）
が示した経営学の経営理念研究の論点と、社会福
祉施設の経営理念について書かれた文献をつきあ
わせ導き出した。

（1）経営理念の定義
1）経営学の場合
ここまで、経営理念とはそもそも何を意味する
のか、明確にしないまま論を進めてきた。経営学
における経営理念の定義は研究者によって様々
で、明確で統一した定義がない（北居・松田
2004；松田 2003；瀬戸 2009；柴田 2013）。その
ため、経営理念の定義自体を対象とした研究が盛
んで、①定義に使われる用語、②成文化・公表の
有無、③経営理念の体現主体の 3つの視点から、
定義が検討されてきた（松田 2003；奥村 1994 :
8；柴田 2013）。本稿ではこの 3つに、経営学と
社会福祉学で見られた「経営理念の階層構造」も
4つめの視点に加え、定義を検討する。
経営学において、経営理念の定義に使われる用
語は、企業経営の目的、指導原理、経営基本方
針、価値観、信念、信条、理想、経営観、経営哲
学、行動規範、行指指針など様々である（瀬戸
2009；柴田 2013；田中 2003）。各論者の定義の検
討の結果、経営理念は、①価値観、②目的・存在
意義、③事業範囲・方向性で把握されていること
も明らかにされている（楢崎 2014）。
これら価値観や目的を体現するのは、①経営者

個人、②組織体、③経営者と組織体の双方かとい
うことが、定義研究の 2つめの視点である体現主
体である（松田 2003）。体現主体が問われたの
は、経営理念は、創業者や中興の祖と呼ばれる経
営者など企業にとって重要な経営者個人の人生哲
学や処世訓が、企業の理念として語り継がれ、組
織に継承され定着してきたこと（鳥羽・浅野
1984）に由来すると推測される。しかし各研究者
の定義の一覧（柴田 2013）を見ると、近年は組
織体が体現するという見解が増えている。
定義研究の 3つめの視点は、経営理念が文章化
され公表される、という要件を経営理念の定義に
含めるか、ということである。近年は成分化・公
表を経営理念の定義に含めた見解が支持されつつ
ある（高尾 2009；高尾・王 2011 : 17）。
経営理念の階層構造とは、経営理念は複数の概
念から構成され階層を持った構造を有することで
ある。上位概念は抽象的で理想を示し、創業から
不変で継承されることで組織の基軸となる。下位
概念は、具体的で実践的で、企業環境に応じて柔
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軟に変化する（北居・松田 2004；奥村 1994 ; 8；
松田 2003）。企業の経営理念は、①会社の使命や
存在意義についての経営理念、②これを具体化し
実行させる経営方針、③社員の行動を指示する行
動指針から構成されるという見解（奥村 1994 ;
8）もある。
2）社会福祉学の場合
今日の研究では、施設運営時代の研究では見ら
れなかった経営理念の定義が示されている。それ
を表 1に記している。また、実際の経営理念から
も検討するため、これまで本稿で参照し、自法人
の経営理念関連の著作を発表している社会福祉法
人のホームページにアクセスし経営理念を調べ、
その階層構造と最上位の経営理念の文言を表 2に
まとめた。
表 1によると、経営理念の定義に使われる用語
は、信念、理想、哲学、存在意義、使命（藤井
2013 : 67）、拠り所、使命、行動規範（久門
2013 : 228）、拠りどころ、指針、存在意義、目的
（宮崎 2015）、目的、目標、存在意義、価値観
（全国社会福祉協議会 2009）など、論者によって
様々である。この中で共通し、経営学の定義でも
使われているのは、「価値」「信念」「存在意義」
「目的」「拠り所」などであろう。
成文化・公表は、その前提で経営理念が解説さ
れている。藤井（2013 : 68）が「外部に示すも
の」、全国社会福祉協議会（2009）が「公言する」
と表現している。
経営理念を体現する主体について、表 1から、

すべての論者が組織と捉えていると判断できる。
表 2の各社会福祉法人の経営理念では、「法人の
理念」という表現で経営理念を示し、理念の文言
で「わたしたち」という用語の使用例が多い。こ
れらから、経営理念は経営トップ層や施設管理者
から一般職員まで含めた組織が体現すると考えら
れている。
経営理念の階層構造は、藤井（2013）、宮崎

（2015）が明示している。なかでも宮崎は、使命、
目的、機能を含めた広義の経営理念という考え方
を示している。また表 2においても、11法人中 9
法人が階層構造をもった経営理念を掲げている。
以上をまとめると、社会福祉施設の経営理念に
ついて、経営学の定義研究と同様の 4つの視点か
ら定義されていることが確認できた。そのうえで
本稿では、社会福祉施設の経営理念について、
「成文化され公表されたもので、経営の拠り所と
なる、組織の存在意義や目的を含んだ組織が持つ
価値・信念の体系」という定義案を提起したい。
（2）経営理念の機能
1）経営学の場合
経営学では、組織の内外に対し経営理念にはど
のような機能や役割があるのか解明する理論研究
も盛んに行われてきた（松田 2003；柴田 2013）。
多くの研究（北居・松田 2004；松田 2003；野林
2015；柴田 2013；高尾 2009；高尾・王 2011 :
157；田中 2006）で支持されているのが、内部統
合機能と外部適応機能の 2つで経営理念の機能を
捉える見解である。経営理念が両機能を発揮する

表 1 社会福祉施設の経営理念の定義

論者 定義

全国社会福祉協議会
（2009 : 8）

法人・施設が目指すべき方向、達成したい目標や「ありありとした姿」を示すもの。経営者
の事業を始めた目的や動機を示したもの。一般的には、その法人・施設の存在意義や共通し
た価値観。

藤井（2013 : 68） 組織が顧客や社会に対して実現しようとしているメッセージであり、信念、理想、哲学のよ
うなもの。自分たちの存在意義や使命（ミッション）を明確にするもの。

久門（2013 : 228） 組織を設立する場合に必要なもので、サービス利用者だけではなく、組織で働く職員、ある
いはそれらに関係する人々への組織的メッセージである。組織存立の拠り所となるものであ
る。そのために、その組織で働く人々にとって大きな使命でもあり、行動規範ともなりえる
ものである。

宮崎（2015 : 75） ①法人・施設経営を行っていく上での活動の拠りどころ、②法人・施設がどのように行動
し、活動していけばよいかを示す指針、③法人・施設の目的、存在意義を示すもの。
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表 2 社会福祉法人の経営理念とその構造・階層性の例

社会福祉法人名
（本文での参照文献）

ホームページに掲載されている経営理念
包括的名称 階層構造 最上位の経営理念の内容

慈愛会（田中 2014）i 基本理念 なし 私たち一人ひとりは、愛される者として存在している。私たちは利用者
一人ひとりを大切な独自の存在として尊重しなければならない。それ
は、利用者にかかわる職員が、先ず心を開いて自分をあるがままに受け
入れ、生命を与えられたことに感謝し、同時にお互いをひとりの大切な
人として認め合うことから始まる。私たちは、ひとりの人から、ひとり
の人へという触れ合いを、何よりも大切にしたい。

北海長正会 北広島
リハビリセンター
（三瓶 2014）ii

基本理念 なし 北広島リハビリセンターは、「ノーマライゼーションの理念」と「自立
支援」を基調とし、施設サービス及び在宅サービスの機能を有効に活用
し、お客様本位のサービスの提供により要援護者の「基本的人権」「人
間としての尊厳」「自己実現」が保たれ、サービス機能の向上を図り、
地域の福祉サービスの拠点として一人一人が生きがいを持ち、心豊かな
安心した生活が送れるよう、「生活の質」の充実に努めることを基本理
念とします。

北摂杉の子会（松上
2014）iii

なし ①北摂杉の子会の理念
②法人の使命
③法人事業の方向性

北摂杉の子会の理念：地域に生きる

こうほうえん（津江
2011）iv

理念・基本
方針

①理念
②基本方針

理念：わたくしたちは、地域に開かれた、地域に愛される、地域に信頼
される、「こうほうえん」を目指します。

光友会（小田島 2015）v 基本理念 ①基本理念
②3つの目標
③7つの展開

基本理念：障害者には、同世代の健常市民と同様の「当たり前の生活を
営む権利」、すなわちあらゆる面での「完全参加と平等」の権利がある。
これを保障するためには、全ての面での条件整備が必要である。

さつき会（波潟 2014）vi 理念 ①法人の経営理念
②法人の使命
③法人のビジョン
④法人の介護理念
⑤社是

法人の経営理念：私たちは、社会福祉事業を通して地域・住民にとって
なくてはならない存在であり続ける。

聖霊福祉事業団（武
居 2007；山本 2013；
吉田 2012）vii

理念 ①基本理念
②使命
③ビジョン 2010
④職員行動指針

基本理念：キリスト教精神に基づく「隣人愛」

正友会（丸畑 2015）viii 基本方針 ①法人訓
②法人の理念
③私たちの姿勢
④目指すべき職場環境（組
織風土）

法人訓：知愛一如

品川総合福祉センタ
ー（品川総合福祉セ
ンター 2015）ix

なし ①法人理念
②職員行動指針

法人理念：一人ひとりの夢・思いを大切にします。人生の歩みの中で必
要な福祉サービスを提供し、やすらぎ・活力・生きがいある人生を支え
ます。地域の福祉ネットワークの核として貢献し、信頼される法人をめ
ざします。私たちは、3つの「C」を追求します（利用者本位、地域と
ともに、挑戦する職員集団）

滋賀県障害児協会
（滋賀県障害児協会
2012）x

私たちの使
命と基本方
針

①基本理念（私たちの使命）
②かいつぶりマインド（私
たちの心構え）
③障害児者・家族支援の基
本方針

基本理念：貢献、創造、育成、文化、挑戦

若竹大寿会（竹田 2014）xi 法人理念 ①法人理念
②職員の誓い
③品質方針

法人理念：若竹寿会は職員一丸となって人を大切にします。人が大切に
される世の中を創ります。

（注）
・各社会福祉法人ホームページの経営理念の紹介ページで、経営理念の諸内容を包括する言葉が示されていた社会福祉法人については、
それを「包括的名称」欄に記載した。「階層構造」は、最上位に書かれていたものを①に、それ以下を②以降に書いている。

i 慈愛会ホームページ（http : //www.jiaikaifuk.or.jp/philosophy/, 2015. 11. 3）。
ii 北海長正会北広島リハビリセンターホームページ（http : //www.kitariha.net/history/, 2015. 11. 3）。
iii 北摂杉の子会ホームページ（http : //www.suginokokai.com/hojin/suginokokai.html, 2015. 11. 3）。
iv こうほうえんホームページ（http : //www.kohoen.jp/rinen-jyouh.html, 2015. 11. 3）。
v 光友会ホームページ（http : //www.lfa.jp/about/motto/, 2015. 11. 3）。
vi さつき会ホームページ（http://takasusatsuki.com/wp/%e6%b3%95%e4%ba%ba%e6%a1%88%e5%86%85/, 2016. 1. 5）。
vii 聖霊福祉事業団ホームページ（http : //www.seirei.or.jp/hq/corporations, /idea/basic/index.html, 2015. 11. 3）。
viii 正友会ホームページ（http : //www.seiyuukai.jp/, 2015. 11.3）。
ix 品川総合福祉センターホームページ（http : //www.shinafuku.com/outline.html, 2015. 11. 3）。
x 滋賀県障害児協会ホームページ（http : //www.open-mind.jp/rinen/, 2015. 11. 3）。
xi 若竹大寿会ホームページ（http : //www.wakatake-swc.jp/, 2015. 11. 3）。
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ことによって、企業は歴史的・社会的現実の中で
長期的に存続・発展することが可能になると言う
（鳥羽・浅野 1984）。
内部統合機能は、組織成員を動機づける機能、

および、成員を統合する機能から構成される。動
機づける機能は、組織成員に共通の問題や関心、
共通の努力目標を作り出すことによって、積極的
なコミットメントを引き出す機能である（田中
2006）。成員を統合する機能は、組織成員の中に
一体感や統一的なビジョンを形成したり、組織成
員や経営者の判断の指針となり意思決定と行動を
方向付けたりする機能である（松田 2003；田中
2006）。
外部適応機能は、正当化機能と環境変化に対す
る適合機能から構成される。正当化機能は、経営
理念によって社会的存在意義を外部に示し、組織
活動の正当性を得ようとする機能である（松田
2003；田中 2006）。環境変化に対する適合機能
は、経営理念を通じて社会に適応することで組織
の存続を期待し、また経営理念が組織変革や活性
化を行う際のトリガーとしての役割を果たす機能
である（松田 2003；田中 2006）。
経営学では以上のような機能が提起されている
が、この機能が実際に発揮されているのかという
ことについて、検証が難しいこともあり、研究は
十分ではないと言う（高尾・王 2011 : 157）。
2）社会福祉学の場合
経営理念の「機能」と明記した文献は見いだせ
ないものの、複数の論者が経営学で提起された内
部統合機能と外部適応機能に該当する内容を示し
ている。施設運営時代の研究と比べて、大きく異
なる点である。
なかでも内部統合機能は比較的多く言及されて
いる。内部統合機能のひとつである組織成員の動
機づけ機能にかんして、経営理念によって目標や
目標達成のイメージが描けるため、職員のモチベ
ーションが向上すると述べられている（宮崎
2015 : 76）。もうひとつの内部統合機能である成
員統合機能として、経営理念に基づいて職員の活
動方向と判断基準を同じ方向にすること、重要な
意思決定や判断に迷ったとき経営理念を参考にす
ることが記されている（全国社会福祉協議会
2009）。

実務家も経営理念の内部統合機能を認識してい
る。動機づけ機能について、経営理念の実現のた
めにはクリエーティブな発想と法人独自の事業が
求められるため、職員のモチベーション高揚につ
ながると言う（三瓶 2014）。成員統合機能にかん
して、経営理念は事業方針・計画を立てる際の指
針で事業の在り方や方向性を示す羅針盤（三瓶
2014）、迷いが払拭される経営・運営の拠り所
（滋賀県障害児協会 2012）と位置づけられてい
る。また成員統合機能への期待から、自法人のビ
ジョンや理念を明文化・再構築した実践事例（田
中 2014；山本 2013；吉田 2012）も報告されてい
る。
一方、経営理念の外部適応機能は内部統合機能
ほど言及されていない。その中で、経営理念によ
って法人の存在価値を内外に宣言し、利用者や地
域社会に対し法人・施設の目指す方向や優れてい
る点を公言する（社会福祉協議会 2009）という
記述は、外部適応機能の正当化機能に関連する。
また、経営学の経営理念の外部適応機能では十
分示されていない見解も提起されている。ひとつ
は、社会からの信頼獲得という点である。三瓶
（2014）は、経営理念をもとに法人がコンプライ
アンスに取り組むことで、利用者や家族と信頼関
係を構築すると述べる。社会福祉法改正案に社会
福祉法人の財務規律の強化や地域における公益的
な取り組みの実施責務が盛り込まれたことから
も、今後の社会福祉法人は、社会から信頼を獲得
し、存在意義を確かにし、法人活動が正当なもの
と承認されるよう努めることが求められる。社会
からの信頼獲得という点は、社会福祉施設の経営
理念が外部環境に対して持つ機能として強調して
よいかもしれない。その他、経営理念によって利
用者がサービス内容・質を理解した施設選択が可
能になる（宮崎 2015）という見解も、経営学の
経営理念の外部適応機能では言及されていない。
このように経営学には見られなかった外部環境に
対する社会福祉施設の経営理念の機能が示されて
いるため、この点の解明が期待される。
（3）経営理念と経営戦略
1）経営学の場合
経営学の経営理念研究では、経営理念と経営戦
略との関連は研究のひとつのトピックとなってい
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る（松田 2003；瀬戸 2009）。経営戦略は 1960年
代のアメリカの大企業で発展した研究領域であ
り、今日では世界中の企業で導入・実践され、企
業経営には不可欠となっている（宇田川 2011）。
宇田川によれば、年代によって支持される経営戦
略論研究は異なるものの、主流の経営戦略論で
は、組織目的の設定（理念、目標の設定）→成長
戦略の策定→事業別戦略という 3つのステップに
沿って、戦略を策定することが、規範的に示され
ている。この中で、最初の「組織目的の設定」が
経営理念にかかわり、理論上は、経営理念は経営
戦略立案の基軸として位置づけられている。ただ
し経営戦略論の研究で、具体的な議論が行われる
のは第 2第 3のステップであると言う。
しかし経営理念を主題にした研究では、経営理
念と経営戦略との関連が積極的に検討されてい
る。「理念主導型戦略」を主張する研究や企業経
営において経営理念を重視した研究が検討され、
「理念主導型戦略とは、経営理念の中に経営戦略
が織り込まれるかたち、または、経営理念が経営
戦略に影響を与えるかたちで経営理念と経営戦略
が関係している状態」（松田 2003 ; 52）というこ
とが明らかにされている。
2）社会福祉学の場合
社会福祉施設の経営管理論（藤井 2013；久門

2013；宮崎 2015）の中で、経営理念は経営戦略
との関連で紹介されている。「経営戦略」、あるい
は、「経営理念と経営戦略の策定」という見出し
を設定し、そこで経営戦略を策定しそれに基づき
経営を行うことを強調し、経営理念に言及する、
という論述パターンが各論者に共通している。
そして各論者とも、施設の経営理念を経営戦略
定プロセスの第一段階として位置づけている。具
体的には、経営理念の設定→経営ビジョン・経営
目標の設定→環境の分析→経営戦略の策定（藤井
2013 : 68）、経営理念の設定・確立→経営ビジョ
ン・経営目標の策定→環境分析→経営戦略の策定
（久門 2013 : 228）、経営理念→経営環境の把握→
事業ドメインの確立→事業の選択→事業戦略の確
立→実行・コントロール（宮崎 2015）である。
ただし、経営理念の強調度は論者によって濃淡が
ある。経営理念と経営戦略の策定という一節を立
て、かなりの分量を割いて経営理念を解説してい

る宮崎（2015）が、経営管理論における経営理念
の役割や意義をもっとも重視した論述となってい
る。
実務家も経営理念に基づく経営戦略策定を報告
している。法人の経営理念を前提に中長期基本方
針・計画を策定した例（品川総合福祉センター
2015）、創設時からの基本理念を継承して、法人
の使命、職員行動指針、10年後のビジョンを策
定したうえで、中期事業目標・中期事業戦略を策
定した例（山本 2013）がある。経営理念を基盤
にした経営戦略策定を行っている社会福祉法人も
あることがうかがえる。
しかし、経営理念を踏まえて経営戦略を策定し
ていても、法人の価値観や目指す姿が全職員に浸
透していないという、実務家の報告がある（津江
2011）。このことから、経営理念浸透における経
営者や管理職のリーダーシップや、経営理念が組
織や組織成員に浸透するための組織的取り組みや
仕組みが、研究および実務上の課題として浮上し
てくる。
（4）経営理念の内容・表現
1）経営学の場合
経営学では経営理念の内容にかんする研究も従
来から盛んに行われてきた。社会福祉学の施設運
営時代の研究に見られたような、組織が持つべき
理念内容を具体的・規範的に示す研究ではなく、
内容を分析し特徴や類型を導き出すという研究傾
向がひとつある。例えば、自戒型、方針型、規範
型という経営理念の 3類型を示した研究（鳥羽・
浅野 1984）や、企業存在・本質、企業環境、企
業の管理・行動という「領域性」によって経営理
念内容の特徴を把握した研究（奥村 1994 ; 9-20）
がある。最近では、①自社理想追求価値観、②社
会貢献価値観、③従業員に対する狭義伝承・行動
規範、④顧客・市場重視の行動規範という分類が
提示されている（野林 2015）。以上の内容類型
は、各々の論者も言及しているように、経営理念
の機能、及び、階層構造の議論と関連している。
また、経営理念の文言・表現内容が志向する対象
という視点から分類されていることがうかがえ
る。
質的・量的調査を用いた経営理念の内容研究も
見られる。経営理念で使われる言葉の傾向や、そ
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の年代別・産業別・企業立地地域別の傾向などを
調べた実態調査が古くから行われていた5）。近年
行われているのが、経営理念の内容と企業業績と
の関連を調べる量的研究（並木 2008；楢崎
2011；飛田 2010）である。ただしこれらは、経
営理念が組織に浸透していることを前提に両者の
関係を分析し理念浸透策が業績に影響する可能性
を考慮していない（野林 2015）また、経営理念
内容の分析の仕方や企業の業績を見る指標が異な
る、という限界もある。
また経営理念浸透研究においても、経営理念の
内容と表現が注目されている。高尾・王（2011 :
90）による量的研究は、組織成員による経営理念
の内容の認知的理解は、理念への情緒的共感とと
もに、成員が理念を行動にうつす行動的関与への
影響が高いことを明らかにしている。田中
（2013）は、経営理念の表現内容の具体性・抽象
性によって個人がそれを理解し行動に反映するプ
ロセスが異なることを質的研究で確認している。
以上の研究から、経営理念の文言の分かりやすさ
や理解しやすさ、情緒的共感を呼び起こすような
言葉の使用や表現の仕方は、組織成員への浸透に
関係することが推察される。
2）社会福祉学の場合
社会福祉法第 24条「社会福祉法人の経営原則」
や『社会福祉法人アクションプラン 2015』や社
会福祉法人を取り巻く外部環境などを背景や根拠
に、社会福祉法人の使命や社会的役割が示唆、強
調されている（宮崎 2015；武居 2015）ものの、
各社会福祉施設が持つべき経営理念の具体的内容
についての規範的な議論へと結びついていない。
施設運営時代の研究と比べ、法律や社会福祉の思
想・哲学を根拠に、経営理念の具体的内容を示し
た研究は見当たらない。また経営学の研究と比べ
ると、表現内容の類型を示す研究や実証研究は行
われていない。
社会福祉施設の経営理念の内容・表現にかんし
て先行研究で見られるのは、経営理念の内容が志
向する対象に触れ、利用者、職員、地域社会や社
会一般を対象として示す点である（藤井 2013；
宮崎 2013；全国社会福祉協議会 2009）。

Ⅳ．おわりに

本稿は、社会福祉施設における経営理念を理解
するための基礎知識を紹介し、社会福祉学での経
営理念研究の現状と到達状況を確認のうえ、今後
の研究課題をと実践的含意を考察することを目的
としていた。研究の結果、社会福祉施設の経営理
念という考え方は社会福祉の政策・経営実践・教
育場面で広がっていることが確認された。また、
経営学における経営理念研究の 4つの論点と、全
体的には同じような研究内容が示されているもの
の、十分な研究や議論がつくされていない部分も
あった。この研究の到達状況をもう少し詳しく述
べ、今後の研究課題と本研究の実践的含意を論じ
る。
まず、社会福祉施設の経営理念は、経営学と同
様に、定義の用語、体現主体、成分化・公表、階
層構造から定義された。そのうえで、「成文化さ
れ公表されたもので、経営の拠り所となる、組織
の存在意義や目的を含んだ組織が持つ価値・信念
の体系」という社会福祉施設の経営理念の定義案
を示した。次いで、社会福祉施設において経営理
念は、経営学と同様に、組織と組織成員を、組織
と社会とを結びつける機能を持ち、組織の維持・
存続や発展に不可欠のものと認識されていた。た
だし、組織外部に対する機能は十分明らかにされ
ておらず、また、信頼獲得や利用者のサービス選
択など経営学では示されていない側面がある可能
性も示唆された。第 3に、社会福祉経営管理論で
も経営実践の場でも、経営理念は経営戦略策定の
基礎と見なされていることを確認した。しかし、
経営戦略論との関連や経営管理論における経営理
念の強調度は論者によって異なっていた。第 4に
経営理念の内容について、経営学と同様に理念の
志向対象が言及されていた。
今後の研究課題として、経営理念の機能の研究
を進めることがあげられる。知見の蓄積が少なく
経営学とは異なる部分があるかもしれない組織外
部に対する機能はもちろん、組織内部に対する機
能を別の視点から明らかにする必要がある。経営
理念の機能の研究は、組織の維持・発展という組
織の利益に資するという視点や関心から研究が行
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われ、組織の中の個人にとって経営理念が持つ意
味や意義という視点は薄いように思われる6）。経
営学の経営理念浸透研究でこの傾向が見られ、拙
稿（安田 2015）の研究の折、理念浸透の対象と
なる組織の中の個人の側に立つと、経営理念を浸
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ことがなぜそれほどまでに重要なの
か、という疑問を持った。経営学でもこれと同様
の問題意識から、理念浸透の個人にとっての意味
という視点から研究（高尾・王 2012 : 204）が行
われていた。経営理念の機能についても、職員の
人生や存在の在りように対する経営理念の役割や
意味・意義という部分まで、考察を深められない
かと考えている。それには事例研究や質的研究に
よる考察が有効であろう。
最後に本研究の実践的含意を述べる。経営理念
の表現内容が組織成員への浸透に影響することを
明らかにした経営学の質的研究（田中 2013）に
おいても、実践的含意として示されていた、経営
理念の内容、その表現や文言にかんすることであ
る。社会福祉施設の経営理念は、利用者、職員、
地域や社会全般を志向し、関連法や改正される社
会福祉法にも耐えられる内容であることに加え、
その表現の仕方や文章も重要である。第一に職員
が理解しやすく、情緒的共感を呼び起こすような
ものが望ましい。第二に組織外への影響という視
点から経営理念の内容表現を検討する必要があ
る。というのは、今回、社会福祉法人の実際の経
営理念を調べて、そのことを実感した。なかには
非常に心を打ち、様々なイメージが喚起された経
営理念があり、この法人では、どのようなサービ
スや支援が行われているのかもっと知りたいと思
った。筆者が持ったこの印象は、利用者のサービ
ス選択に影響するという経営理念の機能をあげて
いた宮崎（2015）の見解にも通じる。利用者や家
族、地域関係者や社会一般の人々が経営理念を通
して社会福祉施設に抱く印象という視点からも、
その内容や表現、文言を見つめる必要がある。階
層構造を持つ経営理念ならば、階層に応じて表現
内容を工夫することも可能である。
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〔注〕
１）本稿では、福祉サービス提供組織を、武居（2015 :
2）による「社会福祉施設」という名称で記述する。
武居によると、これは「社会福祉法にいう『第一種
社会福祉事業』及び『第二種社会福祉事業』を目的
とする施設を含む、福祉サービスを提供する機能を
有した組織の総称」を意味する。社会福祉施設の経
営主体には、社会福祉法人、NPO 法人、営利企業、
行政機関などがあるが、本稿では主に社会福祉法人
を前提に論述する。

２）社会福祉法人のホームページでは、「理念」「基本
理念」「基本方針」「使命」など、使われる用語は
様々である。本稿では、社会福祉施設経営管理論で
用いられている「経営理念」で表現する。

３）2014年 4月に発表された『福祉サービス第三者評
価基準ガイドラインにおける各評価項目の判断基準
に関するガイドライン』による。同ガイドラインは、
全国社会福祉協議会の検討を経て、厚生労働省より
通知された。文献欄では厚生労働省を著者としてい
る。

４）論文は、データベース CiNii Articles に「経営理
念」「理念」「使命」という用語のいずれかと「社会
福祉法人」「社会福祉施設」という用語のいずれかを
検索キーワードとして掛け合わせた。その結果ヒッ
トした論文の抄録や全文を読んで、社会福祉施設の
経営理念を主題にした、あるいは、それに関して論
述した論文であるかどうかを判断した。

５）間（1984）、および鳥羽・浅野（1984）で参照され
ていた。

６）筆者が渉猟した社会福祉学の文献の中で、組織の
中の個人にとっての経営理念の意味・意義という観
点から社会福祉施設の経営理念の機能に触れていた
のは宮崎（2015 : 76）である。宮崎は、経営理念に
よって組織成員のモチベーションが高まり、仕事を
通じて自己実現も可能になると述べている。
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ABSTRACT

In recent years, there has been growing interest in the corporate creeds espoused by social
welfare organizations. In this study, the author writes on this topic introducing basic knowl-
edge for understanding the corporate creeds of social welfare organizations and considering
the conclusions reached and current state of research in this field. Corporate creeds are con-
sidered part of social welfare policy and emphasized within the management practices of so-
cial welfare organizations. They are also addressed in training education for social workers.
However, theoretical studies based on in-depth literature reviews and empirical research have
yet to be carried out. By comparing social work educational texts, and management practi-
tioners’ reports written about the corporate creeds of social welfare organizations, with the re-
search results of studies of corporate creeds in management science, the author confirmed the
conclusions so far reached for the study of this category of corporate creed. The results re-
vealed that the same kind of discussion takes place in social welfare studies as in manage-
ment science concerning the definition, function, relationship with management strategy, and
content of corporate creeds. There are some points that have not yet been fully discussed and
researched. One of these is concerning the function of corporate creeds. There is a need for
research to elucidate the function of corporate creeds as they relate to the external environ-
ment of social welfare organizations. In conclusion, the author shows the practical implica-
tions of this study that the content, expression, and wording of a corporate creed influence the
degree of penetration amongst employees and the image of the social welfare organization
held by the local community and society.
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